
 

 

歯科医院における医療訴訟の現状と対策 
【裁判が直近の医療水準に照らし、患者の経過・観察義務違反を認定した事例】 

【裁判が直近の医療水準に照らし、患者の転医・転送義務違反を認定した事例】 

 

 

 私は「歯科医師の、歯科医師による、歯科医師のための紛争解決」を志向した“ある

べき”法務を求め、35 年余、歯科医師の紛争解決の臨床弁護士としてその業に携わっ

てきた。 

 歯科医師をめぐる紛争を、社会的存在としての歯科医師の視点から分類すると、「医

療供給者としての歯科医師」「医院経営者としての歯科医師」「私人（個人）としての

歯科医師」の紛争におおむね類型化できる。しかし、これらの紛争は常に相関関係にあ

り、医療過誤の問題が歯科医院の破綻の契機に、歯科衛生士らの雇用問題が医療過誤の

事件の契機に、また夫婦（男女）関係の問題が医療過誤の事件の契機になるなど、その

紛争は多種多様で複雑である。 

 しかも、この 35 年余の間に医科・歯科ともに先端医療機器・設備の医療の発展は著

しく、これと連動して医科・歯科学の知見・技術の進歩にも著しいものがある。その結

果、医師・歯科医師のいわゆる医療水準も著しく高度化し、多様化した。 

 これと同時に、レセコン、ＰＣ等による医療業務のデジタル化も進化し、診療業務と

報酬の透明化と可視化が要請されている。さらに、医療版マイナンバーによる医療情報

の一元化・効率化も予定されている。 

 さて、今回は、これらの諸課題のうち、“医療訴訟の現状と対策”、なかでも医療過

誤事件、特にアナフィラキシーショックに関するさいたま地裁平成22年12月16日

の「開業歯科医師の経過・観察義務違反事件」、加えて非定型歯痛に関する長野地裁上

田支部平成23年3月4日の「開業歯科医師の転医・転送義務違反事件」を検証し、直

近の裁判が歯科医師に求めている医療水準を論じ、特に大学病院と歯科医院の医療水準

並びに自由診療と保険診療の医療水準はいずれも異なるものか否かを検証する。 

以 上 
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